
安芸郡 芸西地区 概 要 

（令和 2 年 4 月１日現在） 

・ 特別養護老人ホーム ウエルプラザ洋寿荘

・ 特別養護老人ホーム ウエルプラザ洋寿荘短期入所生活介護事業所

・ デイサービスセンター洋寿

・ 居宅介護支援事業所洋寿

社会福祉法人 土佐香美福祉会 
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●特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘 (全室個室８ユニットケア) 

●特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘短期入所生活介護事業所 
 

施 設 方 針 
 

①入居者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、施設サービス計画に基づき、その居宅におけ

る生活への復帰を念頭において、入居前の居宅における生活と入居後の生活が、連続した

ものとなるよう配慮しながら、各ユニットにおいて入居者が相互に社会的環境を築き、自

律的な日常生活を営むことができるよう支援する。 

②施設は、明るく家庭的な雰囲気を有し、地域や家庭との結び付きを重視した運営を行い各

関係機関と密接な連携に努める。 

③職員は、常に社会福祉施設職員としての使命・役割を自覚し、高齢者が地域社会において、

可能な限り健康で活力ある生活を営むことができるよう支援する。 

④介護の基本は、利用者の人権尊重です。人権を守り健全で安らかな生活とプライバシーの

保たれた住環境を提供するように努める。 

⑤認知症進行防止と寝たきり防止を図るため、日中はできるだけベッドから離れて生活を送

れるように援助する。 

⑥利用者の生活を活性化し、生きがいをもって生活していただくため、四季折々の行事や趣

味活動、レクリエーション活動を積極的に行う。 

⑦疾病をもつ利用者に対しては、協力医療機関と連携しながら身体状況の観察に努め、医療

に万全を期していく。 

⑧食事は、栄養ケアマネジメントに基づき、個別栄養管理を行う。各個人にあった食事形態・

内容とし、季節感のある献立作りに配慮する。 

⑨機能訓練指導員を中心に、看護・介護職員により入居者の心身の状況に応じて、日常生活

を送るために必要な機能の維持・回復、または低下を防止するための生活リハビリを実施

する。 

⑩サービスの質の向上に努めるため、施設内外の研修参加を計画して、人材育成に努める。 

⑪時間から時間へと追われる介護でなく、利用者のペースに合わせた利用者本位の介護に努

める。 
⑫「持ち上げない・抱え上げない・引きずらないノーリフティングケア」を実践することで、

入居者の二次災害防止と職員の腰痛予防に努める。 

 

◆施設の内容 

施 設 の 種 別 ユニット型指定介護老人福祉施設 

施 設 の 目 的 

ユニット型指定介護老人福祉施設は介護保険法に従い、入居者一人一人の

意思及び人格を尊重し施設サービス計画に基づき、居宅における生活への

復帰を念頭に置いて、入居前の居宅における生活と入居後の生活が連続し

たものとなるよう配慮しながら、各ユニットにおいて入居者が相互に社会

的関係を築き、自律的な日常生活を営むことができるよう支援します。こ

の施設は、身体上または精神上いちじるしい障害があるため常時の介護を

必要とし、且つ、居宅においてこれを受けることが困難な方がご利用いた

だけます。 

施 設 の 名 称 特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘 

施 設 所 在 地 高知県安芸郡芸西村西分乙297番地 〒781-5704 

施 設 管 理 者 施設長 中澤 和彦 

Ｔ Ｅ Ｌ 番 号 ０８８７－３２－２１１０  

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０８８７－３２－２１１６ 

3



メールアドレス yojuso@orion.ocn.ne.jp 

開 設 年 月 日 昭和４９年４月 安芸広域市町村圏特別養護老人ホーム組合立として開設 

移 管 年 月 日 平成１８年４月１日(２００６年)    

移 転 年 月 日 平成２０年６月２２日（２００８年） 全室個室８ユニット 

入 所 定 員 ８０人 短期入所生活介護８人  合計８８人 

建 物 構 造 木造２階建 

建 物 面 積 3934.41㎡ 延べ床面積5587.17㎡ 

敷 地 面 積 9943.99㎡ 

 

◆居室数 

  ユニット名 全室個室 計 

 

４フロア 

西 分 １ 丁 目 １０室 
２０室 

西 分 ２ 丁 目 １０室 

 和 食 １ 丁 目 １０室 
２０室 

 和 食 ２ 丁 目 １０室 

 

 

馬ノ上１丁目 １２室 
２４室 

馬ノ上２丁目 １２室（短期入所２室含む） 
琴ヶ浜１丁目 １２室（短期入所３室含む） 

２４室 
琴ヶ浜２丁目 １２室（短期入所３室含む） 

計 ８ユニット ８８室 ８８室 

 

  ◆職員体制                    令和２年４月１日現在 

   男(名) 女(名) 計(名) 備   考  

施 設 長        １      １  デイサービス管理者兼務  

副施設長兼医務課長 １  １   

機能訓練指導員   １    １ 理学療法士  

生 活 相 談 員          １      １    

介護支援専門員 １ １  ２ (介護職員兼務１名)  

管 理 栄 養 士    １   １    

介 護 職 員          １９ ３１   ５０ (非常勤５名)  

看 護 職 員             ５     ５ (非常勤１名)  

医師(非常勤) ２  ２ (内科１名、精神科１名)  

事 務 員           ２    ２ １名介護支援専門員兼務  

現  業  員 ３ １ ４ (非常勤３名)  

給 食 職 員        （２） （７） （９） (委 託)  

合  計 ２９ ４１ ７０  (*兼務、給食委託職員除く)  

 
◆利用者状況                 令和２年４月１日現在 

入居者数 

全  体 ８０名  

西 分フロア ２０名  

和 食フロア ２０名  

馬ノ上フロア ２２名  

琴ヶ浜フロア １８名  

平均年齢 
全体 (８０名) ８７.９歳  

男性 (２２名) ８４.２歳  
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女性 (５８名) ８９.３歳  

最高年齢 
男 性 ９３歳  

女 性 １０１歳  

最低年齢 
男 性 ７１歳  

女 性 ７２歳  

利用者負担額段階 

第１段階 １名  

第２段階 ２４名  

第３段階 ２７名  

第４段階 ２８名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 8 日 流しソーメン 
5 月 19 日 第 11 回 ウエルプラザ洋寿荘感謝祭 

お楽しみ抽選会 

8 月 23 日 花火大会 

12 月 21 日 師走の餅つき大会 2 月 4 日 節分豆撒き 
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＜要介護度＞ 　　　令和2年4月１日現在

全 体（ 80名） （比　率） 西分（20名） 和食（20名） 馬ノ上（22名） 琴ヶ浜（18名）

要介護度１ 0 0% 0 0 0 0

要介護度２ 1 1% 0 0 1 0

要介護度３ 11 14% 3 0 5 3

要介護度４ 30 37.5% 7 6 9 8

要介護度５ 38 47.5% 10 14 7 7

平均要介護度 4.31 - 4.35 4.70 4.00 4.22

＜食　事＞ 　　　　令和２年4月１日現在

全 体（ 80名） （比　率） 西分（20名） 和食（20名） 馬ノ上（22名） 琴ヶ浜（18名）

自立 38 48% 10 5 12 11

部分介助 13 16% 3 4 3 3

全介助 29 36% 7 11 7 4

要介護1 0% 要介護2 1%

要介護3 14%

要介護4 37%

要介護5 48%

＜ウエルプラザ洋寿荘介護度別利用者構成＞

要介護度１

要介護度２

要介護度３

要介護度４

要介護度５

自立

48%

部分介助

16%

全介助

36%

＜ウエルプラザ洋寿荘食事別利用者構成＞

自立

部分介助

全介助
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＜排　泄＞ 　　　　令和２年4月１日現在

全 体（ 80名） （比　率） 西分（20名） 和食（20名） 馬ノ上（22名） 琴ヶ浜（18名）

自立 3 4% 1 0 1 1

トイレ誘導（Pトイレ・尿器） 14 18% 0 0 1 13

トイレ誘導及びオムツ使用 37 46% 16 6 15 0

オムツ使用 25 31% 3 13 5 4

ストマ増設 1 1% 0 1 0 0

＜入　浴＞　 　　　　令和２年4月１日現在

全 体（ 80名） （比　率） 西分（20名） 和食（20名） 馬ノ上（22名） 琴ヶ浜（18名）

一般浴 6 8% 0 0 0 6

リフト浴 52 65% 19 6 18 9

特浴 22 28% 1 14 4 3

清拭 0 0% 0 0 0 0

一般浴

8%

リフト浴

65%

特浴

28%

＜ウエルプラザ洋寿荘入浴別利用者構成＞

一般浴

リフト浴

特浴

自立

4%

トイレ誘導

（Pトイレ・尿器）

18%

トイレ誘導

及びオムツ使用

46%

オムツ使用

31%

ストマ増設１%

＜ウエルプラザ洋寿荘排泄別利用者構成＞

自立

トイレ誘導（Pトイレ・尿器）

トイレ誘導及びオムツ使用

オムツ使用

ストマ増設
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＜移　動＞ 　　　　令和２年4月１日現在

全 体（ 80名） （比　率） 西分（20名） 和食（20名） 馬ノ上（22名） 琴ヶ浜（18名）

独歩（手引き、杖を含む） 6 7.5% 2 1 2 1

歩行器・シルバーカー 2 2.5% 0 0 2 0

車椅子（自立） 15 19% 4 1 3 7

車椅子（介助） 57 71% 14 18 15 10

ストレッチャー 0 0% 0 0 0 0

＜食事の形態＞ 　　　　令和2年4月1日現在

全 体（ 80名） （比　率） 西分（20名） 和食（20名） 馬ノ上（22名） 琴ヶ浜（18名）

米飯 12 15% 3 1 6 2

軟飯 19 24% 5 4 3 7

軟軟飯 3 4% 2 1 0 0

全粥 18 22% 3 5 6 4

ふるる 25 31% 7 7 6 5

パン 1 1% 0 0 1 0

経管栄養 2 3% 0 2 0 0

米飯

15%

軟飯

24%

軟軟飯

4%

全粥

22%

ふるる

31%

パン

1%
経管栄養

3%

＜ウエルプラザ洋寿荘食事の形態別利用者構成＞

米飯

軟飯

軟軟飯

全粥

ふるる

パン

経管栄養

独歩（手引き、杖を含む）

7.5%

歩行器・シルバーカー

2.5%

車椅子（自立）

19%

車椅子（介助）

71%

独歩（手引き、杖を含む）

歩行器・シルバーカー

車椅子（自立）

車椅子（介助）

ストレッチャー

＜ウエルプラザ洋寿荘移動別利用者構成＞
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＜副食の形態＞ 　　　　令和2年4月1日現在

全 体（ 80名） （比　率） 西分（20名） 和食（20名） 馬ノ上（22名） 琴ヶ浜（18名）

普通 10 12% 1 2 3 4

一口 10 12% 4 0 2 4

一口硬い物刻み 10 12% 3 2 2 3

刻み 15 19% 4 4 5 2

極刻み 8 10% 1 3 4 0

ふるる 25 32% 7 7 6 5

経管栄養 2 3% 0 2 0 0

＜自助具の利用＞ 　　　　令和２年4月１日現在

全 体（ 80名） （比　率） 西分（20名） 和食（20名） 馬ノ上（22名） 琴ヶ浜（18名）

通常の道具（箸、スプーン） 35 44% 8 6 10 11

自助具（食器、スプーン） 16 20% 5 3 5 3

全介助 29 36% 7 11 7 4

全介助の内介助具　使用 （3） － （0） （2） （０） （ 1）

☆自助具・・・自分で食べれるように、工夫されて作られた食器道具
☆介助具・・・介助しやすいように工夫されて作られた道具

普通

12%
一口

12%

一口硬い物刻み

12%

刻み

19%

極刻み

10%

ふるる

32%

経管栄養

3%

＜ウエルプラザ洋寿荘副菜の形態別利用者構成＞

普通

一口

一口硬い物刻み

刻み

極刻み

ふるる

経管栄養

通常の道具

（箸、スプーン）

44%

自助具

（食器、スプーン）

20%

全介助

36%

＜ウエルプラザ洋寿荘自助具別利用者構成＞

通常の道具（箸、スプーン）

自助具（食器、スプーン）

全介助
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●デイサービスセンター洋寿 
  

事 業 方 針 

 

（介護給付事業） 

①要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限り居宅において、その有する能力

に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を

行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消及び心身機能の維持並びに利用者の家族の身体

的及び精神的負担の軽減を図ることとします。 

②通所介護は、利用者の要介護状態の軽減又は悪化の防止に資するよう、その目標を設定し計画

的に行います。 

 

（介護予防・日常生活支援総合事業：第 1 号通所事業） 

①要支援者が可能な限りその居宅において、自立した日常生活を営むことができるよう、必要な

日常生活上の支援及び機能訓練を行うことにより、利用者の心身機能の維持回復を図り、利用

者の生活機能の維持または向上を目指します。 

   ②第１号通所事業は、サービス計画に基づき、利用者が日常生活を営むのに必要な支援を行いま

す。 

 

事 業 内 容 

   

①利用定員 ３５人 

②種 類  通常規模型 

   ③営業日及び営業時間    

月曜日から日曜日（祝日含む） 

午前９時５０～午後４時００分 

         ※年始（１／１～１／３）は休業 

 

 

通所介護の内容 

 

 ＜介護保険サービス＞ 

   ①機能訓練サービス 

②口腔機能向上サービス 

   ③居宅と事業所間の送迎サービス 

   ④通所介護施設における入浴介助サービス     

   ⑤排泄、食事等の介助 

   ⑥日常生活の援助 

   ⑦相談、助言に関すること 

 

 ＜介護保険外サービス＞ 

   食事、おやつの提供 

 

 

通常の事業の実施地域 

   芸西村、安芸市、香南市 

 

行事 畑で取れたサツマイモを使って 

   焼きいも作り 

行事 芸西幼稚園児と一緒にクリスマス会 
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日 課 

 

時間 通所介護 日常生活支援総合事業 

8：30 迎   え 

 9：50 

 

 

 

 

11：00 

バイタルチェック 

（血圧、体温、脈拍、体重測定） 

入浴、水分摂取 

創作・趣味活動、日常生活動作訓練 

社会交流・排泄介助 

脳トレ、集団体操（映像使用） 

バイタルチェック 

（血圧、体温、脈拍、体重測定） 

入浴、水分摂取 

創作・趣味活動・日常生活動作訓練 

社会交流・排泄介助 

脳トレ、集団体操（映像使用） 

12：00 

 

 

14：00 

 

 

15：00 

口腔体操、昼食、口腔ケア、排泄介助 

くつろぎタイム（お茶・休養） 

入浴、水分摂取、 

レクリエーション、集団体操 

サークル活動・ミニ行事 

おやつドリンク、創作活動・趣味活動、 

日常生活動作訓練 

社会交流、排泄介助 

帰りの体操 

口腔体操、昼食、口腔ケア、排泄介助 

くつろぎタイム（お茶・休養） 

入浴、水分摂取、 

レクリエーション、集団体操 

サークル活動・ミニ行事 

おやつドリンク、創作活動・趣味活動、 

日常生活動作訓練 

社会交流、排泄介助 

帰りの体操 

16：00 送      り 

※体重測定は月１回 必要な方に関しては随時測定する。 

 

年間行事計画 

      

４月  おたのしみ弁当（施設敷地内） 

     ５月  感謝祭 

     ６月  あじさい運動会    

７月  そうめん流し 

８月  フラダンス・焼き肉 

９月  敬老会 

    １０月  大運動会 

    １１月  焼き芋 

    １２月  クリスマス会・餅つき大会 

     １月  新年会 

２月  節分・海苔巻き 

     ３月  ひな祭り・外部ボランティア 

  

職員体制                 

令和 ２年 ４月 １日現在 

人 数 

職 種 

人  数(名) 
計(名) 

常  勤 非常勤 

管理者 １ ０ １ 

生活相談員兼介護職員 ４ ０ ４ 

看護師兼機能訓練指導員 １ ２ ３ 

介護職員 ５ ３ ８ 

現 業 員 ０ ３ ３ 

合   計 １１ ８ １９ 

 

行事（節分・ロング海苔巻き） 
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利 用 料 金                      令和 ２年 ４月 １日現在 

 （介護報酬／１日当たり・１割負担の場合です）            

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

自己負担額 １,１８３円 １，２８７円 １，３９２円 １，４９６円 １，６０１円 

  ※上記金額の内訳は、介護報酬の１割分＋サービス提供体制強化加算(Ⅰ)ｲ（介護福祉士配置割合）

＋入浴加算＋おやつを含んだ食事代５４０円となります。 

（芸西村、安芸市、日常生活支援総合事業／１回当たり・１割負担の場合です） 

 要支援１（月４回まで） 要支援２（月８回まで） 

自己負担額 ３８０円 ３９１円 

※上記金額に＋おやつを含んだ食事代５４０円となります。要支援１で月５回以上、要支援２で月

９回以上の利用の場合は下記、香南市金額と同様になります。また、サービス提供体制強化加算

(Ⅰ)ｲ（介護福祉士配置割合）は月単位で、要支援１（７２円）、要支援２（１４４円）です。 

 

（香南市、日常生活支援総合事業／１ヶ月当たり・１割負担の場合です） 

 要支援１ 要支援２ 

自己負担額 １,７２７円 ３,５３７円 

※上記金額の内訳は、介護報酬の１割分＋サービス提供体制強化加算(Ⅰ)ｲ（介護福祉士配置割合）

で月単位となっております。（食事代５４０円は別です。） 

（介護職員処遇改善加算） 

 算定方法・負担内容 

介護職員処遇改善加算 
通所介護費の単位数に各種加算の単位数を加えた総単位

数（１単位１０円）に対して５．９％を乗じたもの 

特定介護職員等処遇改善加算 
通所介護費の単位数に各種加算の単位数を加えた総単位

数（１単位１０円）に対して１．２％を乗じたもの 

  ※加算要件 介護職員の賃金の改善をしているものとして都道府県知事に届け出た指定通所介護

事業所が、利用者に対し指定通所介護を行った場合 

 

 月別利用実績   

＜営業日＞ 月曜日～日曜日（祝日含む）＊但し、１月１日～１月３日までを除く 

 
月 間 

稼 動 

件 数 

月  間

利  用

実人員 

月間利用延人員（介護度別） １ 日 

平 均

利 用

人 数 

 総合事業 介護給付 

 要支援

１ 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護 

４ 

要介護 

５ 
合計 

H31.4月 30 73 5 23 185 320 108 43 61 745 24.8 

R元.5月 31 73 4 20 183 339 171 50 67 834 26.9 

6月 30 70 4 9 158 280 216 52 70 789 26.3 

7月 31 72 8 8 183 298 221 69 67 854 27.5 

8月 30 71 8 8 164 294 201 62 48 785 26.2 

9月 30 69 4 17 148 286 198 51 48 752 25.1 

10月 31 65 4 18 147 283 202 40 63 757 24.4 

11月 30 67 4 17 155 258 224 72 53 783 26.1 

12月 31 73 5 17 180 252 227 63 55 799 25.7 

R2.1月 28 74 4 8 154 252 186 67 57 728 26.0 

2月 29 73 4 7 176 273 207 72 54 793 27.3 

   3月 31 76 4 2 190 297 210 103 46 852 27.5 

合  計 362 856 58 154 2,023 3,432 2,371 744 689 9,471 26.2 
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●居宅介護支援事業所洋寿 
 

 

事 業 方 針 
 

①居宅介護支援事業者は、利用者が要介護状態になった場合においても、その利用者が可能な限り

その居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが出来る様に配慮して行

う。 

②居宅介護支援の事業者は、利用者の心身の状況や置かれている環境等に応じて、利用者の選択に

基づき、要介護状態の軽減又は悪化の防止に資するよう行うとともに、適切に保健医療サービス

及び福祉サービス等との連携に十分配慮しながら総合的かつ効率的に提供を行う。 

③居宅介護支援の事業は、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ち利用者に提供

されるサービス等が特定の種類又は特定のサービス事業者に不当に偏ることのないよう公平、中

立に行う。 

④居宅介護支援の事業者は、市町村、介護予防支援事業者、他の居宅介護支援事業者、介護保険施

設等との連携に努めるものとする。 

 

営業日及び営業時間 
 

月曜日から金曜日（祝日含む） 午前８時３０から午後５時３０分 

※（土曜日、日曜日、年末年始１２／３１～１／３休） 

（但し、電話等により２４時間常時連絡が可能な体制とする） 

 

通常の事業の実施地域 
     

芸西村・香南市 

 

提供するサービスの内容 
 

①居宅サービス計画の作成 

・自宅訪問により、利用者や家族からの利用者状況等情報の収集 

・利用者の同意のもと、主治医から意見の確認を受ける 

・介護支援専門員を中心にしたサービス担当者会議の開催及び検討 

・サービス計画の内容、利用料、保険の適用等の説明と同意 

  ②介護予防プランの作成 

・芸西村地域包括支援センターとの委託契約に基づき適正に提供 

・予防･介護給付間のスムーズな移行 

③その他の提供サービス 

・要介護認定の申請、更新、変更の代行 

・福祉用具の購入、住宅改修申請の代行 

・給付管理票の作成、提出等 

 

職員体制 
                      令和２年４月１日現在 

人 数 人  数(名) 
計（名） 

職 種 常 勤 非常勤 兼 務 

管理者兼主任介護支援専門員 １   １ 

合    計 １   １ 
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利用料金 
     

  要介護認定を受けられた方は、介護保険制度から全額給付となり、自己負担なし。また、介護予防

給付の方についても、委託契約により自己負担なし。 

※ただし、保険料の滞納等により、保険料給付金が直接事業者に支払われない場合につき、下記の

金額をいただき、当法人からサービス提供証明書を発行します。この、サービス提供証明書を後

日保険者である市町村の窓口に提出すると、全額払い戻しが受けられます。 

 

＜居宅介護支援費＞ 

    居宅介護支援費（Ⅰ） 

居宅介護支援事業所における利用者数の数に、当該居宅介護支援事業所が介護予防支援事業者

から委託を受けた介護予防支援に係る利用者の数に２分の１を乗じた数を加えた数を当該居

宅介護支援事業所の介護支援専門員の員数が４０件未満の場合 

    ①要介護１～２      １０,５７０円 

    ②要介護３～５      １３,７３０円 

 

    居宅介護支援費（Ⅱ）取扱い件数が４０件以上６０件未満の場合 

    ①要介護１～２       ５,２９０円 

    ②要介護３～５       ６,８６０円 

          （４０件未満の部分は居宅介護支援費Ⅰを適用） 

 

   居宅介護支援費（Ⅲ）取扱い件数が６０件以上の場合 

    ①要介護１～２       ３,１７０円 

    ②要介護３～５       ４,１１０円 

          （４０件未満の部分は居宅介護支援費Ⅰを適用） 

 

  

 ＜交 通 費＞     無 料 

 

 

 

       
 

 介護相談の様子 
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